
令和５年度 大阪府立伯太高等学校運営協議会 第２回議事録 

令和５年 10 月 28 日（土）10：00～12：00 

記録：大和谷 

 

協議会委員参加者（敬称略） 

   金田 優美  （令和５年度ＰＴＡ会長） 

   田中 恒子  （地域教育相談員） 

   山野 正広  （和泉市総務部 人権・男女参画室長） 

   原田 尚史  （和泉市立和泉中学校長） 

   西田 芳正  （大阪公立大学教授） 

   富永 順三  （ナレッジパートナー代表取締役） 

 

学校教職員参加者 

   片山 造   （校長） 

   北出 眞理  （教頭） 

   津田 等   （事務長） 

   小川 敏和  （首席・進路指導部長） 

 

その他参加者 

   横山 創一  （生徒指導部長） 

   大和谷 祥太 （教諭） 

 

（１）会長挨拶（金田） 

（２）校長挨拶 

（３）生徒・学校の状況 

  ・生徒指導上の取組み（横山教諭） 

  ・次年度使用教科書一覧（教頭） 

  ・３年生の進路状況について（小川首席） 

（４）オープンスクールの授業見学 

  ・情報、英語、体育、福祉、理科 

（５）①令和５年度学校経営計画の進捗状況（校長） 

   ②スクールポリシーについて（校長） 

（６）本校の教育活動に関する意見交換 

（７）校長謝辞 

 

 

 

 



［主な報告、質問、意見等］◇は報告内容、○は質問、→は答え、●は意見や感想 

 

３．生徒・学校の状況 

 ○遅刻の多い生徒の家庭の事情等は把握されていますか？ 

  →保護者への連絡や遅刻の多い生徒へは保護者の方に来ていただいてお話をしています。ご多忙に

つき、なかなか連絡の取れない方もいるが、遅刻を減らすための相談をさせていただきたいという

視点でお話をしている。生徒からのサインも見逃さないようにしています。 

 

  ○ルールを緩和する中学校も増えているが、高校も緩和の方向で動いていると思いますが、どういっ

た視点でお考えですか？ 

→世の中の現状に見合い、校則を緩和するように通知も来ている。一方で、就職や面接に向けて指

導しないといけないところはきちんと指導する等、試行錯誤しながらやっていきたいと考えてい

ます。 

●遅刻や欠席の数、懲戒の件数は数年間で見て、どう推移しているか数値でお示しいただきたい。 

 

令和６年度使用教科書一覧（説明） 

○教科書の難易度はどの程度で、生徒はどれくらい理解できていますか？ 

 →教科書のある授業は教科書、プリント等を活用し、わかりやすいよう各教科工夫をしている。教科書

については、生徒にわかりやすいものを選んだり、足りないものは違うもので補ったりしている。 

 

３年生の進路状況について（説明） 

  ○大学進学率は？また、どのようなところに進学しますか？指定校推薦もありますか？ 

   →大学進学率は 15％ほど。大阪の近隣私学がほとんど。いくつかの学校から指定校推薦もある。

専門学校進学は 50％。 

  ○就学支援（奨学金）を利用しやすくなり、就職から進学に流れているのか？ 

   →その傾向はあるが、就学金を利用する生徒は若干減少している。今年は約半数が申し込みをし

ている。 

 

５．①令和 5年度学校経営計画の進捗状況（説明） 

 ○教育相談担当者会議の構成員は？ 

  →人権委員長、学年の教育相談担当、教頭、養護教諭、スクールカウンセラーです。 

 ○生徒指導担当者は参加されないのですか？ 

  →生徒指導に関連した案件が起きた場合は参加しています。 

 ●生徒指導担当の先生も入られたほうがいいように思います。 

 

○授業アンケートは年何回実施されていますか？ 

 →年２回実施しています。展開授業や少人数展開も多い総合学科であり、課題としてアンケートの数

値が低いことがあげられる。授業内容の充実に向けて、研修、改善をしていきます。 



●アンケート項目や方法を工夫し、つけやすいものにすると結果が変わってくるかもしれない。 

 ○教職員による企業研修の成果はどのようなものがありましたか？ 

→職員会議において報告があった。各自、働くということについて再確認することができた。例え

ば、自分のミスが利益に直結、そのことが、社内の緊張感や雰囲気に出ている学校現場との違いを

感じた教員もいた。次年度以降も継続したい。 

 ○伯太と同じ総合学科の学校は何校ありますか？ 

  →大阪は全国的にも多く、20校ほど総合学科を有する学校があります。 

 ○文化祭の有志スタッフ募集は今年からですか？（校内にポスター掲示あり） 

  →毎年行っており、裏方として、活躍してくれています。 

 ○伯太高校の魅力は何ですか？ 

  →将来を見据え、「働くということ」を考えさせるということ。そのために多くの講師の方に来てい

ただきホンモノに触れるキャリア教育を行っています。 

    

６.本校の教育活動に関す意見交換 

○先生方が学校にいる労働時間は減ってきていますか？ 

  →会議のペーパーレス化、出欠のグーグル活用、水曜日の定時退庁呼びかけ等、対策を講じていると

ころ。 

 ○部活動における、外部指導員は活用しているのか？ 

  →演劇やガラス工芸、茶道などの部活動で活用しています。 

  

７．校長謝辞 

 ◇総合学科である伯太の良さを守りながら内を充実させるとともに、外に向けてアピールしていきま

す。今後ともご支援とご協力をお願いします。 

  


